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令
和
７
年
度
一
般
会
計
予
算
総
額

は
、

26
億
３
２
０
０
万
円
と
な
り
、

対
前
年
度
比
で
は
５
億
１
０
０
０
万

円
、

24
％
の
大
幅
な
増
と
な
っ
た
。

主
な
要
因
と
し
て
は
、
総
務
費
に
お

け
る
自
治
体
シ
ス
テ
ム
標
準
化
・
共

通
化
事
業
、
役
場
庁
舎
等
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化

改
修
工
事
、
地
域
お
こ
し
協
力
隊
を

は
じ
め
と
し
た
外
部
民
間
人
材
等
活

用
事
業
、
衛
生
費
で
の
一
般
廃
棄
物

の
次
期
中
間
処
理
施
設
建
設
事
業
負

担
金
、
土
木
費
で
の
管
内
橋
梁
点
検
委

託
業
務
、
教
育
費
で
の
高
等
学
校
チ
セ

ネ
シ
リ
寮
屋
根
修
繕
塗
装
工
事
等
に

よ
る
も
の
。
予
算
編
成
に
あ
た
っ
て

は
、
補
助
金
や
起
債
な
ど
多
角
的
な
財

源
の
確
保
と
、
限
ら
れ
た
財
源
の
有
効

活
用
と
各
種
事
業
の
必
要
性
、
優
先

度
、
内
容
等
を
精
査
し
て
き
た
が
、
本

年
度
に
お
い
て
も
、
財
政
調
整
基
金
か

ら
、
１
億
４
５
０
０
万
円
程
度
、
そ
の

他
基
金
と
合
わ
せ
て
２
億
５
０
０
万

円
程
度
繰
り
入
れ
せ
ざ
る
を
得
な
い

結
果
と
な
っ
た
。
背
景
に
は
物
価
や
人

件
費
の
高
騰
な
ど
様
々
な
要
因
が
あ

げ
ら
れ
る
が
、
予
算
編
成
及
び
予
算
執

行
を
含
め
た
財
政
運
営
全
般
に
関
す

る
施
策
の
基
本
を
定
め
た
「
財
政
規

律
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」（
令
和
６
年
度
改

定
）
に
基
づ
き
、「
効
率
的
な
行
政
運

営
」「
健
全
な
財
政
運
営
」
を
推
進
し
、

持
続
的
な
地
域
づ
く
り
に
努
め
て
い

く
。
村
財
政
の
貴
重
な
歳
入
財
源
で

あ
る
地
方
交
付
税
は
、
国
の
地
方
財

政
対
策
の
動
向
や
こ
れ
ま
で
の
交
付

実
績
を
勘
案
し
、
普
通
交
付
税

13
億

２
０
０
０
万
円
、
特
別
交
付
税
３
億

５
０
０
万
円
の
計

16
億
２
５
０
０
万

円
で
計
上
し
た
。
特
に
、
特
別
交
付
税

に
つ
い
て
は
、
昨
年
同
様
、
外
部
民
間

人
材
等
活
用
事
業
な
ど
交
付
対
象
と

な
る
事
業
費
を
見
込
ん
だ
こ
と
に
よ

り
、
大
幅
な
増
額
と
な
っ
た
。 

 

自
主
財
源
で
あ
る
村
税
は
、
個
人

村
民
税
で
所
得
の
減
少
見
込
み
に
よ

り
３
８
８
万
９
千
円
の
減
、
法
人
村

民
税
で
法
人
税
割
の
増
に
よ
り

18
万

４
千
円
の
増
、
固
定
資
産
税
は
家
屋

に
係
る
課
税
標
準
の
増
に
よ
り

31
万

２
千
円
の
増
、
軽
自
動
車
税
は
環
境

性
能
割
の
減
に
よ
り

10
万
４
千
円
の

減
、
た
ば
こ
税
は
販
売
本
数
の
減
に

よ
り

60
万
７
千
円
の
減
、
入
湯
税
は

宿
泊
者
の
増
に
よ
り
３
万
５
千
円
の

増
を
見
込
ん
だ
。 

 

こ
の
結
果
、
村
税
総
体
で
は
７
９

４
５
万
５
千
円
と
な
り
、
４
０
６
万

９
千
円
の
減
に
な
っ
た
。 

 

そ
の
他
の
歳
入
財
源
で
は
、
地
方

譲
与
税
は
５
２
２
０
万
２
千
円
で
、

地
方
揮
発
油
譲
与
税

50
万
円
の
減
、

自
動
車
重
量
譲
与
税
で

50
万
円
の

増
、
森
林
環
境
譲
与
税

56
万
４
千
円

の
増
、
交
付
金
関
係
で
は
過
去
の
実

績
等
に
よ
り
、
利
子
割
交
付
金
で
１

万
円
の
増
、
配
当
割
交
付
金
で
３
万

円
の
増
、
株
式
等
譲
渡
所
得
割
交
付

金
で
５
万
円
の
増
、
法
人
事
業
税
交

付
金
で

10
万
円
の
増
、
環
境
性
能
割

交
付
金
で

70
万
円
の
増
、
地
方
特
例

交
付
金
は
定
額
減
税
減
少
補
填
特
例

交
付
金
が
な
く
な
る
こ
と
か
ら
１
８

０
万
円
の
減
と
な
り
、
交
付
金
全
体

で
は
２
６
５
４
万
円
、
国
庫
支
出
金

は
、
国
庫
補
助
金
で
シ
ス
テ
ム
標
準

化
共
通
化
対
応
補
助
金
、
Ｄ
Ｘ
関
連

補
助
金
、
地
方
創
生
推
進
交
付
金
等
、

国
庫
委
託
金
で
参
議
院
議
員
選
挙
委

託
金
の
増
に
よ
り
９
６
５
７
万
６
千

円
の
増
で
、
１
億
８
３
８
６
万
７
千

円
、
道
支
出
金
は
、
道
負
担
金
で
障
害

令
和
７
年
第
１
回
定
例
会
が
３
月
６
日
に
召
集
さ
れ
、
村
長
・

教
育
長
の
行
政
執
行
方
針
、
議
員
３
名
の
一
般
質
問
の
後
、
令
和

７
年
度
当
初
予
算
を
含
む
予
算

12
件
、
条
例
制
定
お
よ
び
改
正
合

わ
せ
て

10
件
、
議
員
発
議
２
件
の
審
議
を
行
い
、
全
件
可
決
し
閉

会
し
ま
し
た
。 

令
和
７
年
度
行
政
執
行
方
針 

お
よ
び
各
会
計
予
算
概
要 

 

村
長 

遠
藤 

貴
幸 
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  福
祉
サ
ー
ビ
ス
等
負
担
金
の
増
、
道

委
託
金
で
国
勢
調
査
に
係
る
委
託
金

の
増
に
よ
り
５
２
９
万
７
千
円
増
の

３
０
８
９
万
３
千
円
、
寄
附
金
は

81

万
６
千
円
減
の
２
４
６
１
万
円
、
使

用
料
・
手
数
料
で
は
、
住
宅
使
用
料
等

の
減
に
よ
り
２
８
２
万
３
千
円
減
の

４
５
９
５
万
６
千
円
、
財
産
収
入
は

２
万
１
千
円
増
の
１
８
５
３
万
４
千

円
に
な
っ
た
。 

歳
入
財
源
不
足
を
補
填
す
る
基
金

繰
入
金
は
、
２
億
５
０
９
万
１
千
円
、

対
前
年
度
比
で
８
６
０
３
万
５
千
円

の
増
と
な
っ
た
。 

 

基
金
繰
入
の
内
訳
は
、
財
政
調
整

基
金
１
億
４
５
０
３
万
４
千
円
、
減

債
基
金
９
７
２
万
２
千
円
、
人
づ
く

り
振
興
基
金

32
万
２
千
円
、
公
共
施

設
整
備
基
金
１
０
９
０
万
円
、
地
域

福
祉
基
金
１
０
０
０
万
円
、
Ｊ
Ｒ
天

北
線
代
替
輸
送
確
保
基
金
１
９
４
万

７
千
円
、
テ
レ
ビ
共
同
受
信
施
設
基

金
１
２
５
万
２
千
円
、
農
業
振
興
基

金
７
０
０
万
円
、
高
等
学
校
振
興
基

金
１
４
０
０
万
円
、
ふ
る
さ
と
応
援

基
金
４
１
８
万
８
千
円
、
森
林
環
境

譲
与
税
基
金

72
万
６
千
円
。 

 

村
債
は
、
３
億
７
９
０
万
円
で
、
名

寄
地
区
一
般
廃
棄
物
中
間
処
理
施
設

建
設
事
業
に
係
る
過
疎
債
、
公
共
施
設

Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
事
業
に
係
る
脱
炭
素
化
推

進
事
業
債
等
の
増
に
よ
り
、
対
前
年
度

比
で
２
億
２
４
２
０
万
円
の
大
幅
な

増
と
な
っ
た
。 

◆
主
要
な
新
規
事
業 

総
務
課
総
務
財
政
室
関
係
で
、
保
有

個
人
情
報
に
お
け
る
安
全
管
理
措
置

支
援
事
業
と
し
て
、
個
人
情
報
安
全
管

理
措
置
対
応
等
業
務
委
託
料
に
１
９

２
万
５
千
円
、
シ
ス
テ
ム
標
準
化
共
通

化
対
応
事
業
と
し
て
、
シ
ス
テ
ム
の
標

準
化
・
共
通
化
移
行
委
託
料
５
２
９
６

万
３
千
円
、
ガ
バ
メ
ン
ト
ク
ラ
ウ
ド
使

用
料
３
３
０
万
円
、
村
独
自
の
行
か
な

い
窓
口
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
事
業
と
し
て
、

住
民
貸
出
用
携
帯
端
末

50
台
借
上
料

と
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
ア
プ
リ
使
用
料
で
２
４

０
万
６
千
円
、
職
員
用
パ
ソ
コ
ン
端

末
更
新
事
業
で
、
北
海
道
市
町
村
備

荒
資
金
組
合
防
災
資
機
材
譲
渡
事
業

を
活
用
し
、
パ
ソ
コ
ン

65
台
を
更
新
、

５
年
間
総
事
業
費
３
４
６
５
万
１
千

円
の
う
ち
７
年
度
は
３
９
１
万
８
千

円
、
Ｌ
Ｇ
Ｗ
Ａ
Ｎ
サ
ー
バ
ー
更
新
事

業
と
し
て
、
同
じ
く
備
考
資
金
組
合

を
活
用
し
、
５
年
間
総
事
業
費
５
７

６
万
６
千
円
の
う
ち
、
７
年
度
は

65

万
５
千
円
、
役
場
庁
舎
及
び
消
防
庁

舎
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
改
修
工
事
と
し
て
３

１
７
０
万
２
千
円
計
上
。
地
域
振
室

興
関
係
で
は
、
設
備
の
老
朽
化
に
伴

う
テ
レ
ビ
共
同
受
信
施
設
光
ケ
ー
ブ

ル
改
修
事
業
と
し
て
、
実
施
設
計
委

託
料
６
６
０
万
円
計
上
し
た
。 

 

住
民
課
住
民
生
活
室
関
係
で
は
、

戸
籍
情
報
シ
ス
テ
ム
機
器
更
新
事
業

と
し
て
５
９
６
万
２
千
円
、
防
犯
灯

Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
改
修
工
事
と
し
て
、
デ
ザ

イ
ン
ポ
ー
ル
・
共
架
等
及
び
防
犯
灯

Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
改
修
工
事
に
１
５
６
２
万

円
、
令
和

12
年
度
供
用
開
始
予
定
の
、

し
尿
及
び
浄
化
槽
汚
泥
と
下
水
と
の

共
同
処
理
負
担
金
と
し
て
１
１
４
万

４
千
円
計
上
し
た
。 

 

経
済
課
産
業
振
興
室
関
係
で
は
、
新

規
就
農
対
策
事
業
と
し
て
、
営
農
実
習

助
成
金
及
び
営
農
指
導
助
成
金
１
８

０
万
円
計
上
。
環
境
整
備
室
関
係
で

は
、
管
内
橋
梁
点
検
委
託
業
務
と
し

て
、
近
接
目
視
点
検
３
巡
目
と
な
り
ま

す
８
橋
の
点
検
委
託
料
２
５
７
０
万

円
、
上
音
威
子
府
本
流
線
幸
橋
補
修
設

計
委
託
業
務
１
６
０
０
万
円
計
上
し

た
。 

教
育
関
係
で
は
、
小
中
学
校
Ｉ
Ｃ
Ｔ
端

末
更
新
事
業
と
し
て
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
端
末

30
台
分
２
４
０
万
円
、
チ
セ
ネ
シ
リ

寮
屋
根
修
繕
塗
装
工
事
と
し
て
、
屋
根

塗
装
工
事
１
２
８
２
万
６
千
円
、
修
繕

工
事
２
１
８
万
９
千
円
計
上
し
た
。 

◆
主
要
な
継
続
事
業 

○
総
務
課
関
係 

定
住
化
対
策
事
業
と
し
て
持
家
住

宅
促
進
奨
励
補
助
金
２
８
０
万
円
、
住

宅
増
改
築
及
び
廃
屋
解
体
撤
去
補
助

事
業
と
し
て
、
住
宅
増
改
築
４
件
２
０

０
万
円
、
廃
屋
解
体
撤
去
３
件
１
３
０

万
円
、
教
員
住
宅
浴
室
改
修
事
業
と

し
て
、
ユ
ニ
ッ
ト
バ
ス
及
び
ボ
イ
ラ

ー
取
付
工
事
２
戸
分
６
２
５
万
５
千

円
、
村
有
林
整
備
事
業
と
し
て
、
下
刈

り

18
・
43
㏊
、
保
育
間
伐
・
枝
打
ち

２
㏊
、
立
木
売
払
５
㏊
、
春
期
人
工
造

林
４
・
２
㏊
、
村
有
林
整
備
４
・
３
㏊
、

１
３
０
６
万
１
千
円
、
外
部
民
間
人

材
等
活
用
事
業
と
し
て
、
地
域
お
こ

し
協
力
隊
８
名
３
８
３
４
万
５
千

円
、
イ
ン
タ
ー
ン
・
募
集
・
フ
ォ
ロ
ー

ア
ッ
プ
経
費
２
８
６
２
万
円
、
地
域

活
性
化
起
業
人
４
名
２
２
４
０
万

円
、
地
域
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
マ
ネ
ー
ジ

ャ
ー
１
名
６
５
０
万
円
。 

○
住
民
課
関
係 

戸
籍
情
報
シ
ス
テ
ム
改
修
業
務
委

託
料
と
し
て
、
送
り
仮
名
の
市
町
村

長
記
録
分

92
万
４
千
円
、
戸
籍
住
民

登
録
分
２
０
７
万
４
千
円
、
令
和
７

年
度
か
ら
本
格
的
な
建
設
工
事
が
始

ま
る
名
寄
地
区
一
般
廃
棄
物
中
間
処

理
施
設
建
設
事
業
負
担
金
と
し
て
１

億
９
２
０
８
万
９
千
円
、
社
会
福
祉

協
議
会
運
営
補
助
事
業
と
し
て
３
５

７
万
２
千
円
、
地
域
複
合
施
設
「
と
き
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令
和
６
年
度
か
ら
公
営
企
業
会
計

へ
と
移
行
に
な
っ
た
、
簡
易
水
道
事
業

会
計
は
７
７
１
３
万
７
千
円
、
対
前
年

２
０
万
円
、
１
１
０
万
円
の
減
で
、
デ

イ
サ
ー
ビ
ス
事
業
管
理
委
託
料
の
減

に
よ
る
も
の
。 

 

後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計
は
１

４
８
０
万
円
、
対
前
年
度
比
１
４
０
万

円
の
減
で
、
広
域
連
合
納
付
金
の
減
に

よ
る
も
の
。 

１
０
万
円
、
中
小
企
業
振
興
事
業
と
し

て
、
既
存
店
舗
・
設
備
改
修
・
更
新
等

補
助
金
２
０
０
万
円
、
事
業
承
継
・
新

規
開
業
後
経
営
安
定
化
補
助
金

50
万

円
、
中
小
企
業
融
資
制
度
貸
付
金
８
５

０
万
円
、
青
少
年
宿
泊
研
修
施
設
共
用

部
床
材
貼
替
工
事
と
し
て
２
３
４
万

３
千
円
、
天
塩
川
温
泉
設
備
改
修
工
事

と
し
て
、
玄
関
・
女
子
浴
室
等
の
照
明

器
具
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
工
事
１
５
９
万
５
千

円
、
女
子
浴
室
天
井
改
修
工
事
３
５
０

万
円
、
ろ
過
タ
ン
ク
更
新
工
事

99
万

８
千
円
、
チ
ッ
プ
ボ
イ
ラ
ー
循
環
ポ
ン

プ
取
替
工
事

48
万
２
千
円
、
道
路
台

帳
補
正
委
託
業
務
と
し
て
道
路
台
帳

更
新
１
８
０
万
円
、
音
威
子
府
神
社
線

神
社
橋
補
修
工
事
と
し
て
、
橋
梁
長
寿

命
化
修
繕
事
業

11
・
45
ｍ
で
３
５
０

０
万
円
、
音
威
子
府
常
盤
線
道
路
側
溝

改
修
工
事
と
し
て
、
延
長

52
ｍ
で
４

５
０
万
円
。 

○
教
育
委
員
会
関
係 

お
と
い
ね
っ
ぷ
美
術
工
芸
高
校
設

備
改
修
工
事
と
し
て
、
普
通
教
室
・
造

形
室
照
明
器
具
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
工
事
１
１

７
１
万
５
千
円
、
地
下
タ
ン
ク
ラ
イ
ニ

わ
」
管
理
委
託
業
務
、
生
き
が
い
デ
イ

サ
ー
ビ
ス
・
ヘ
ル
プ
サ
ー
ビ
ス
事
業
等

で
、
９
１
７
０
万
７
千
円
。 

○
経
済
課
関
係 

農
業
基
盤
整
備
事
業
と
し
て
、
小
規

模
基
盤
整
備
事
業
補
助
金
２
８
５
万

円
、
土
づ
く
り
対
策
事
業
補
助
金
２
３

１
万
円
、
機
械
・
設
備
等
整
備
事
業
補

助
金
４
０
０
万
円
、
有
害
鳥
獣
対
策
事

業
と
し
て
、
駆
除
報
奨
金
、
駆
除
委
託

料
、
運
搬
処
理
委
託
料
、
被
害
防
止
対

策
協
議
会
支
援
事
業
補
助
金
な
ど
、
計

４
５
２
万
１
千
円
、
地
域
購
買
力
の
向

上
と
商
店
街
の
活
性
化
を
図
る
プ
レ

ミ
ア
ム
付
き
商
品
券
販
売
事
業
と
し

て
、
８
０
０
セ
ッ
ト
販
売
を
見
込
み
３

少
子
化
の
進
行
や
教
育
機
会
の
格

差
、
教
員
不
足
と
い
っ
た
問
題
は
、
私

た
ち
の
教
育
環
境
に
大
き
な
影
響
を

与
え
て
い
る
。
ま
た
、
デ
ジ
タ
ル
化
の 

進
展
に
伴
い
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
ス
キ
ル
の
習

得
が
求
め
ら
れ
る
中
で
、
子
ど
も
た

ち
が
未
来
に
向
け
て
必
要
な
力
を
身

に
つ
け
る
た
め
の
支
援
も
不
可
欠
と

な
っ
て
い
る
。 

地
域
社
会
と
の
連
携
を
強
化
し
、

地
域
の
文
化
や
特
性
を
反
映
し
た
教

ン
グ
工
事
３
０
８
万
円
、
高
等
学
校
振

興
事
業
と
し
て
、
学
校
運
営
交
付
金
、

高
大
連
携
補
助
金
、
教
材
消
耗
品
・
材

料
費
・
備
品
等
で
１
６
５
７
万
６
千

円
、
保
健
体
育
振
興
事
業
と
し
て
、
全

日
本
ク
ロ
カ
ン
大
会
、
音
威
富
士
ジ
ャ

イ
ア
ン
ト
ス
ラ
ロ
ー
ム
大
会
、
ジ
ュ
ニ

ア
ク
ロ
カ
ン
大
会
、
ワ
ッ
ク
ス
ル
ー
ム

設
置
、
各
種
ス
ポ
ー
ツ
振
興
補
助
等
で

２
２
０
万
円
。 

○
特
別
会
計
・
公
営
企
業
会
計
関
係 

特
別
会
計
３
会
計
の
予
算
総
額
は
、

２
億
１
３
６
０
万
円
と
な
り
、
対
前
年

度
比
で
１
１
０
万
円
、
０
・
５
％
の
増

と
な
っ
た
。 

国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
は
、
９
２

４
０
万
円
、
対
前
年
度
比
３
０
０
万
円

の
増
で
、
シ
ス
テ
ム
標
準
化
に
係
る
ガ

バ
メ
ン
ト
ク
ラ
ウ
ド
移
行
に
と
も
な

う
負
担
金
の
増
に
よ
る
も
の
。 

 

介
護
保
険
特
別
会
計
の
保
険
事
業

勘
定
は
７
４
２
０
万
円
、
対
前
年
度
比

60
万
円
の
増
で
、
標
準
化
移
行
後
の

サ
ポ
ー
ト
等
委
託
料
の
増
及
び
居
宅

介
護
サ
ー
ビ
ス
給
付
費
の
増
に
よ
る

も
の
で
、
サ
ー
ビ
ス
事
業
勘
定
は
３
２

度
比
２
４
６
４
万
２
千
円
の
増
で
、
役

場
庁
舎
に
設
置
し
て
い
る
Ｌ
Ｃ
Ｄ
監

視
装
置
更
新
業
務
委
託
料
、
経
営
戦
略

改
定
業
務
委
託
料
及
び
公
営
企
業
会

計
包
括
事
務
支
援
業
務
委
託
料
の
増

に
よ
る
も
の
、
農
業
集
落
排
水
事
業
会

計
は
７
２
５
４
万
４
千
円
、
対
前
年
度

比
５
０
３
万
３
千
円
の
増
で
、
経
営
戦

略
改
定
業
務
委
託
料
及
び
公
営
企
業

会
計
包
括
事
務
支
援
業
務
委
託
料
の

増
に
よ
る
も
の
と
な
っ
た
。 

 

以
上
、
令
和
７
年
度
の
予
算
編
成
方

針
及
び
各
会
計
予
算
に
つ
い
て
の
概

要
を
ご
説
明
申
し
上
げ
、
そ
の
執
行
に

あ
た
っ
て
は
歳
入
の
確
保
と
歳
出
の

節
減
に
誠
心
誠
意
努
力
し
て
い
く
。
皆

様
の
ご
理
解
・
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お

願
い
申
し
上
げ
る
。 

教
育
長 

髙
橋 

利
玄 
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○
義
務
教
育 

義
務
教
育
の
充
実
を
図
る
た
め
、

「
個
別
最
適
な
学
び
」
と
「
協
同
的
な

学
び
」
を
推
進
す
る
。
こ
れ
に
よ
り
、

す
べ
て
の
児
童
・
生
徒
が
自
ら
の
ペ

ー
ス
で
学
び
を
深
め
る
こ
と
が
で
き

る
環
境
を
整
備
し
、
仲
間
と
の
協
力

を
通
じ
て
社
会
性
や
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
能
力
を
育
む
こ
と
を
目
指

す
。 Ｇ

Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
構
想
に
基
づ

き
整
備
し
た
端
末
に
つ
い
て
は
、
教

育
現
場
で
の
活
用
状
況
を
踏
ま
え
、

令
和
７
年
度
に
お
い
て
更
新
を
行

い
、
最
新
の
技
術
を
取
り
入
れ
た
教

育
環
境
の
整
備
を
図
っ
て
い
く
。
ま

た
、
教
職
員
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
能
力
向

上
と
効
率
的
な
運
用
を
図
る
た
め
Ｉ

育
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
充
実
を
図
り
な
が

ら
、
音
威
子
府
村
の
教
育
が
持
続
可

能
で
質
の
高
い
も
の
と
な
る
よ
う
努

め
て
い
く
。 

○
幼
児
教
育 

幼
児
教
育
は
、
人
生
の
基
盤
を
形

成
す
る
極
め
て
重
要
な
時
期
で
あ

り
、
幼
児
期
に
お
け
る
経
験
が
将
来

の
人
間
形
成
に
大
き
な
影
響
を
与
え

る
こ
と
は
、
広
く
認
識
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
時
期
に
お
い
て
、
幼
児
は
生
活

や
遊
び
を
通
じ
て
情
緒
的
、
知
的
な

発
達
を
遂
げ
、
ま
た
社
会
性
を
育
む

こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。
し
た
が
っ
て
、

幼
児
期
に
必
要
な
経
験
を
十
分
に
積

む
こ
と
が
、
将
来
に
わ
た
っ
て
充
実

し
た
生
活
を
送
る
た
め
に
不
可
欠
で

あ
る
。 

「
豊
か
な
心
を
持
ち
、
明
る
く
行

動
し
、
自
立
を
目
指
す
幼
児
の
育
成
」

を
目
標
に
掲
げ
、
音
威
子
府
村
の
未

来
を
担
う
幼
児
た
ち
が
、
豊
か
な
心

を
育
み
、
明
る
く
行
動
し
、
自
立
し
た

個
人
と
し
て
成
長
で
き
る
よ
う
、
引

き
続
き
、
幼
児
教
育
の
充
実
に
向
け

た
取
り
組
み
を
進
め
て
い
く
。 

は
、
関
係
部
署
や
近
隣
町
村
と
の
連

携
を
図
り
な
が
ら
、
地
域
の
実
情
に

応
じ
た
持
続
可
能
な
環
境
整
備
を
進

め
て
い
く
。 

そ
の
他
、
今
日
的
教
育
課
題
を
受

け
止
め
、
「
北
海
道
教
育
の
推
進
計

画
」「
上
川
学
び
フ
ォ
ー
カ
ス
」
の
内

容
も
踏
ま
え
な
が
ら
、
へ
き
地
・
小
規

模
・
小
中
併
置
校
の
特
色
を
生
か
し

た
教
育
活
動
を
展
開
し
、
一
人
ひ
と

り
の
可
能
性
を
引
き
出
し
、
心
身
と

も
に
た
く
ま
し
く
、
創
造
的
で
人
間

性
豊
か
な
児
童
・
生
徒
の
育
成
を
め

ざ
し
た
取
り
組
み
を
進
め
る
。 

○
高
等
学
校
教
育 

高
等
学
校
教
育
に
お
い
て
は
、
お

と
い
ね
っ
ぷ
美
術
工
芸
高
校
が
、
地

域
の
中
心
的
な
役
割
を
果
た
し
て
い

る
。
特
色
の
あ
る
教
育
活
動
を
展
開

し
、
北
海
道
唯
一
の
工
芸
科
高
等
学

校
と
し
て
「
造
形
体
験
を
重
ね
、
創

造
力
を
育
成
す
る
」
こ
と
を
目
標
に
、

よ
り
魅
力
的
な
教
育
環
境
を
整
備
し
、

興
味
関
心
や
目
的
意
識
を
持
っ
た
生

徒
の
確
保
に
努
め
、
自
ら
学
ぶ
意
欲

を
高
め
る
と
と
も
に
、
個
性
を
生
か

し
た
「
夢
を
創
造
す
る
。
」
学
校
づ

く
り
を
推
進
す
る
。 

少
子
化
の
影
響
を
受
け
、
生
徒
の

安
定
し
た
確
保
が
課
題
。
札
幌
市
・

旭
川
市
な
ど
道
内
の
中
学
校
訪
問
を

実
施
し
、
学
校
の
魅
力
を
直
接
伝
え

る
機
会
を
設
け
る
と
と
も
に
、
地
域

み
ら
い
留
学
フ
ェ
ス
タ
へ
の
参
加
を

通
じ
て
、
全
国
的
な
生
徒
募
集
を
行

い
、
安
定
的
な
生
徒
の
確
保
に
向
け

た
取
り
組
み
を
進
め
て
い
く
。 

ま
た
、
教
育
環
境
の
向
上
に
向
け

て
、
普
通
教
室
及
び
造
形
室
の
Ｌ
Ｅ

Ｄ
化
を
進
め
、
明
る
く
快
適
な
学
習

Ｃ
Ｔ
支
援
員
を
配
置
す
る
。
こ
れ
に

よ
り
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
た
学
び
の

質
を
向
上
さ
せ
る
と
と
も
に
、
児
童

一
人
ひ
と
り
が
持
つ
可
能
性
を
最
大

限
に
引
き
出
す
こ
と
が
で
き
る
よ
う

努
め
る
。 

さ
ら
に
、
子
ど
も
た
ち
が
都
市
部

の
文
化
や
生
活
様
式
を
学
び
、
逆
に

自
分
た
ち
の
地
域
の
特
性
や
魅
力
を

発
信
す
る
機
会
を
作
る
た
め
に
、
Ｉ

Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
都
市
部
を
は
じ
め
と

し
た
同
年
代
と
の
交
流
の
実
現
に
向

け
て
検
討
を
始
め
る
。 

部
活
動
の
地
域
移
行
に
向
け
て
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社
会
体
育
で
は
、
幅
広
い
年
齢
層

の
健
康
増
進
を
目
的
と
し
た
「
ヘ
ル

シ
ー
フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス
教
室
」
を
引
き

続
き
開
催
し
、
日
常
的
な
運
動
習
慣

の
定
着
を
図
る
。 

地
域
の
協
力
を
得
て
、
小
学
３
年

生
以
上
を
対
象
に
し
て
い
る
「
フ
ィ

ー
ル
ド
く
ら
ぶ
」
を
継
続
し
、
身
体

を
動
か
す
楽
し
さ
を
提
供
す
る
。
ス

ポ
ー
ツ
振
興
に
お
い
て
は
、
体
育
協

会
加
盟
団
体
の
活
動
支
援
を
続
け
、

村
民
の
健
康
増
進
を
図
る
。 

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
に
つ
い

て
は
、
地
域
の
子
ど
も
た
ち
に
と
っ

て
の
水
泳
授
業
や
地
域
の
交
流
の
場

と
し
て
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
き

た
が
、
経
年
劣
化
に
よ
り
安
全
確
保

が
難
し
い
状
況
か
ら
今
年
度
に
お
い

て
も
安
全
性
確
保
の
た
め
の
財
源
確

保
が
大
変
厳
し
く
、
残
念
な
が
ら
引

き
続
き
休
館
す
る
こ
と
と
し
た
。
休

館
に
伴
い
、
小
・
中
学
生
の
水
泳
授

業
に
つ
い
て
は
、
ス
ク
ー
ル
バ
ス
を

活
用
し
、
送
迎
を
行
い
近
隣
自
治
体

の
施
設
利
用
を
計
画
し
て
い
く
。 

以
上
、
令
和
７
年
度
の
教
育
行
政

に
係
る
執
行
方
針
の
概
要
に
つ
い
て

申
し
上
げ
た
が
、
予
想
す
る
こ
と
が

難
し
い
未
来
社
会
の
中
で
、
村
民
の

皆
様
が
、
持
続
可
能
な
地
域
の
創
り

手
と
し
て
の
資
質
・
能
力
を
身
に
付

け
、
幸
福
な
人
生
を
歩
ん
で
い
く
た

め
に
は
、
教
育
の
果
た
す
役
割
は
何

よ
り
重
要
で
あ
る
。 

子
ど
も
た
ち
が
、
ふ
る
さ
と
へ
の

誇
り
と
愛
着
を
持
ち
、
共
に
支
え
合

い
、
た
く
ま
し
い
人
材
へ
と
成
長
し

て
い
く
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
学
校
・

家
庭
・
地
域
・
行
政
が
一
体
と
な
り
、

本
村
の
教
育
の
充
実
・
発
展
に
取
り

組
ん
で
い
く
。
皆
様
の
ご
理
解
と
、
ご

協
力
を
心
か
ら
お
願
い
申
し
上
げ
、

教
育
執
行
方
針
と
す
る
。 

 

  

環
境
を
提
供
し
、
生
徒
の
学
び
を
支

援
す
る
こ
と
に
よ
り
、
持
続
可
能
な

学
校
運
営
の
実
現
を
目
指
す
。 

チ
セ
ネ
シ
リ
寮
の
環
境
整
備
に
関

し
て
は
、
地
方
創
生
推
進
交
付
金
を

活
用
し
、
女
子
棟
の
屋
根
塗
装
工
事

を
行
い
建
物
の
耐
久
性
を
図
る
と
と

も
に
快
適
な
居
住
空
間
を
提
供
し
、

学
生
生
活
の
質
を
向
上
さ
せ
る
こ
と

を
計
画
し
て
い
る
。
ま
た
、
猛
暑
対

策
の
た
め
の
空
調
設
備
の
設
置
に
向

け
て
は
、
生
徒
が
健
康
で
安
心
し
て

生
活
が
で
き
る
環
境
の
整
備
に
向
け

て
引
き
続
き
検
討
し
て
い
く
。 

○
社
会
教
育 

社
会
教
育
で
は
、
国
際
化
や
情
報

化
、
科
学
技
術
の
進
展
、
少
子
高
齢

化
が
生
涯
に
わ
た
る
生
き
方
や
考
え

方
に
大
き
な
影
響
を
与
え
る
。
こ
の

よ
う
な
変
化
の
中
で
、
村
民
一
人
ひ

と
り
が
よ
り
良
い
生
き
方
を
求
め
、

学
校
・
家
庭
・
地
域
が
そ
れ
ぞ
れ
の

役
割
を
果
た
す
こ
と
が
重
要
。
令
和

３
年
度
か
ら
「
第
９
次
社
会
教
育
中

期
計
画
」
に
基
づ
き
、
生
涯
を
通
じ

て
学
べ
る
環
境
の
整
備
、
自
主
的
・

主
体
的
な
社
会
参
加
の
促
進
、
行
政

機
関
や
学
校
及
び
各
種
団
体
と
の
連

携
を
図
り
な
が
ら
計
画
的
に
事
業
を

推
進
し
て
き
た
が
、
本
年
が
計
画
最

終
年
と
な
っ
て
お
り
、
令
和
７
年
度

か
ら
新
た
な
「
第

10
次
社
会
教
育
中

期
計
画
」
策
定
に
向
け
取
り
組
む
。 

ま
た
、
放
課
後
の
子
ど
も
た
ち
の

居
場
所
と
し
て
開
設
し
た
「
放
課
後

子
供
教
室
」
が
２
年
目
を
迎
え
る
。

児
童
の
安
全
で
安
心
な
居
場
所
を
確

保
す
る
と
と
も
に
、
学
習
や
ス
ポ
ー

ツ
、
文
化
活
動
の
体
験
機
会
を
提
供

し
て
い
く
。 

 

村議会本会議は、受付で

名簿に住所・氏名を記入

するだけで簡単に傍聴で

きます。 

ただし、傍聴規則は必ず

守っていただきます。 

定例会は年４回（３月・６

月・９月・１２月）あり、日程

はその都度、回覧でお知ら

せしています。 

ぜひ議場へお越しくださ
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3 手付かずの施策の方向は？               杉山議員 

まだ数多くの課題が残されていると思っていますけれども、行政報告の中で村長も報告されていた医療の問題であり

ますけれども、就任以来早期に着手されてきて、大きな空白もない中で充分とは言えないまでも、医師の確保はされてき

たのではないかと、一定程度の評価は出来るというふうに私は思っています。ただ医療体制は地方自治の根幹の一つでも

あるというふうに思っているわけでありますから、ここの確保に向けて努力をされたいと言うことを付け加えて２つ目

の質問に移らせていただきたいと思います。まだ手付かずのもの、あるいは検討段階のものが数多く残されているのでは

ないのかと思うわけであります。さらに財政状況、住民ニーズの変化等々のなかで改善の余地があるものや施策自体の変

更に迫られるというものがあるのではないかと思います。今後どのように進めていきたいのかということ、現在明らかに

出来るものがあれば答弁をお願いしたいと思います。 

1 目標に掲げた施策の実施状況は？            杉山議員 

村長が就任して丸 2 年を経過しようという状況になりますけど、一期目がちょうど半分折り返し地点になるわけです

が、選挙時において村長が公約というか目標に掲げられていたいくつかの点があろうかと思いますけれども、そうした施

策のうちどの程度実施をされてきたのか、また着手状態というのか現在進行形で取り組まれているものこれについて村

長どの程度お考えかお伺いしたいと思います。 

2 新しい村づくりのスタートはきれた           遠藤村長 

選挙戦の際に、町づくり・人づくり・仕事づくりの大枠の中で個別の施策を提案してきました。実施済みの施策でいう

と放課後児童支援事業、公務員の副業制度の明確化、地域おこし協力隊や外部人材をからめたマンパワー不足の解消、活

性化事業、また効果のほどはまだ大きくはございませんが、各公共施設の利用促進、ふるさと納税の拡充等は実施あるい

は進めることが出来たと思います。現在、着手中のものだと防災情報や行政からの各種通知、申請業務の簡略化、住民と

の身近なコミュニケーションづくりの一環としてデジタルを活用した「いかない窓口設置事業」、マンパワー不足の解消

及び事業継承施策の実現に向けての外部民間人材等活用事業などの予算提案も含め検討しております。財政難のなか物

価高騰のあおりを受け大変厳しい状況ではございますが、職員の協力のもと新しい村づくりへのスタートアップは果た

せたと考えております。今後はそれを更に加速させていきたいです。 

｢遠藤村政の中間総括について｣ 

質問者  杉山均議員 
答弁者  遠藤村長 

＊中略・要約しているところもあります 

令和 7年 3月 
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4 3 つの要因                      遠藤村長 

まず医療問題についてですが、村民の皆様にはこの間、ご不安やご不便をおかけしてまいりました。この場をお借り

し、お詫びを申し上げます。このような厳しい医師不足、あと医師の働き方改革等々のさなか職員一同協力していただ

き、病院の運営自体は出張医等々の活用を経てしてきたつもりです。今後の医療の充実、問題解決に向けては厳しい財政

の中で、様々な課題の中でその時代に合致した医療体制を新しいツールやニーズをしっかりと捉えて、低コストを図った

うえで指定管理者と村民の皆様の御意見もお伺いし、医療体制の充実に向けて強化を図っていきたいと考えております。

また実現に至ってない施策、それは、大きく分けて理由が三つあると思っております。一つ目は企業誘致、移住定住施策

のように相手がいて我々だけでは事業の完結が出来ないもの、二つ目は財政的な理由です。そして三つ目は選挙前と様々

な状況が変わり実施に向けた手法などですね、そこの再考をしなければならないと思っているからです。一つ目について

は私自身がトップセールスをして就任当初から動いておりますが、実益について問われるとまだまだ満足のいく状況と

は言い難いと思っております。今後も自らが先頭に立ち、自らが実際に動くことはもちろん様々な方法を駆使し、諦める

ことなく粘り強く取り組んでいく所存です。二つ目については既存施設事業の維持管理などの経費や、今まで手をつけて

こなかった村内施設、住宅等の整備に費やす経費に加え、物価高騰などの外的要因もあり現状すべてに手をつけられる財

政的余裕がないためです。今後は更なる効率化、最適化を図り優先順位をしっかり決め、一つ一つの実現に向け取り組ん

でいきます。三つ目については、例えば公約に掲げた幼児センターの幼児一元化でいうと、実施により財政的な負担が増

えるという要因があったため教育委員会、幼児センターの現場の職

員の協力の元、受入日数、受入時間の拡充という形で住民サービス向

上を図ってきました。今後も住民のニーズと財政面のバランスの中

で方法は変わってもサービスが向上できるよう努めていきたいと思

っております。 

5 理解と合意が必要では？  杉山議員 

施策の実施にあたって見直しというのが想定されるだろうと私も

思っていますけれども、その場合、施策の受益者、村民ということに

なると思いますが、トレーニングセンターの休館や木遊館の利用規

約の変更ということもこの間、あったわけでありますけれども、旅行

者やふるさと寄附金等々の本村に対して応援してくれる皆さん、こ

ういった方々への影響であったり、施策の変更によって受益者が利

用しやすいようにする、村民にとってより良い環境を作っていくこ

とも含めてそういった関係者、利用者、村民等々の理解とコンセンサ

ス（合意）これが必要ではないかと思うわけでありますけど、村長の

考え方を伺いたいと思います。 

６ 利用者への影響を懸念                 遠藤村長 

事業の見直しの影響ということで先ほども申し上げたとおり幼児センターの幼保一元化のように事業自体の方向性の

見直しを行ったものもありますし、またトレーニングセンターのように休館に至った施設というものもございます。人口

減少や財政の現状では施設や事業についての見直しを図っていかなければならない。そういったことも想定されますが、

村民はもちろん一番の主体としまして、村外の利用者の皆様への影響もなるべく出ないよう、また、見直しをしなければ

ならない場合は村民の意見をしっかりと聞いて既存の施設については施設の利用の促進・強化も含めてしっかりと検討

をしながら合意形成を図り検討していきたいと考えております。 

７ 職員の配置については                 杉山議員 

利用者、村民にとってよりよい施策を進めて頂くというのが大事だろうと思っていますので、そこのところの住民との

合意、あるいは理解、これを深めていただいて進めていただくということを改めてお願いをしたいと思います。４番目の

質問になりますけれども、施策の見直しによって村の職員の配置あるいは業務の見直しによる合理化、合理化本来の意味

でいうと、理にかなった事をするということですからその意味での合理化を使わせいただきますけれども、そういうこと

も想定されるかと思いますけれども、村民の協力はもちろんのこと職員の協力等々もして頂けなければならないという

ふうに私も思っていますから、より効果的な施策の実施、既存の事業の見直し等々によって職員の配置等見直しも考えな

ければならないのではないかと思うわけでありますがそのへんについて村長はどうお考えでしょうか。 
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11 村長の行動力を活かして                杉山議員 

２年前の選挙で遠藤村長が誕生した大きな理由は、私は村長の既成概念にとらわれないで突っ走る行動力だ

と、これが一つ評価されて村民から選ばれたのではないかと思っているわけでありますけれども、ある意味村

長の勇気ある決断が必要な場面が生まれてくるのではないかというふうに思いますが、ただ一つ注意していた

だきたいのは、暴走はしてはいけないということだろうと思います。何度も繰り返すようですが、村民や庁舎

内においては職員との合意形成、これを大事にしながら行動力を活かして、今のままではダメだということで

村長が選ばれたのだということを肝に銘じて取り組みを進めていきたいと思いますがいかがでしょうか。 

12 全身全霊でまい進したい                遠藤村長 

今、議員からありました言葉、今一度初心に戻るといいますか、しっかりと噛みしめて残り 2年間の任期を

しっかりと全うしていきたいと思います。今、2年間と申し上げましたが、出来ていない施策、練り直さなけ

ればならない施策の実現に向けしっかりと尽力していきたい。また、今、本当に喫緊の課題は人口減少です。

これについては音威子府の未来に向け今まさに挑まなければならない一丁目一番地の施策だと思っておりま

す。一朝一夕にはいかない大変難しい課題ではございますが議員、職員、村民の皆様のお力添えのもと残り 2

年の中で全身全霊をかけ、まい進していかしていただきたい。そういうふうに思っております。 

８ 機構や配置の見直しも                遠藤村長 

村職員の配置等の見直し、村民の協力についてですが、この約 2 年間ですね、新たな取り組みを具現化出

来たのは職員の日々の努力があってこそだと考えております。一方で、通常業務を行いながら新たな取り組

みを行うことは職員の負担になっていることも理解しています。そのうえで今年度は民間企業の協力のもと、

まずは行政業務の見直しを実施しました。業務自体の簡略化、効率化に向けた事業も実施しましたが、限ら

れたマンパワーの中で更に地域創生を実現するには、機構や配置の見直しも必要だと考えております。また

村民の協力の観点では事業自体の評価への意見はもちろんですが、展開していく事業についても広く意見を

伺い村民の更なるご協力、ご意見のご提示それが不可欠だと思っております。今後は更に広く意見を吸い上

げる場や機会を設け、村民との地域の競争の形を作っていきたいと考えております。 

９ 労働条件の理解は                   杉山議員 

職員の配置だとか業務の見直し、これは私も必要があるのではないかと考えているわけでありますけれど

も、ただそこにともなう労働条件の変更があったり、場合によっては個々人の適材適所といった配置なんかが

必要になってくるだろうと。その人が、得意とする分野をどう活かしていくのかということを考えるのも、村

長の仕事ではないかというふうに思う訳でありますけれども、そういった時に労働条件の変更があるとすれば

改めて職員個々の理解も必要でありますし、合わせて職員団体の方の理解、もっと言えば村民の理解なんかも

必要になってくるのではないかというふうに思っていますから、合意形成をどう図っていくのかというのが一

つの課題になろうかというふうに思いますが、村長の考えかたを聞きたいというふうに思います。 

10 見直しの際は合意形成を進める  遠藤村長 

見直しをする際の合意形成等々については、機構だとか業務の見直し

ももちろん重要な課題だと思っておりますが、私は行政と、地域の新た

なマインドの前向きなですね、そういったものも私自身が先頭に立って

行っていかなければならない。そういうふうに考えております。その中

で改革を進めるに当たって、変革を実施した際は大なり小なり既存との

変化が伴います。その中でも村政の主役は村民であり、行政の主役は職

員だと私は思っております。そのうえで職員団体だけではなく管理職も

含め、また村民の皆様、議員の皆様も含めた形で合意形成を進めるとと

もに職員一人ひとりが音威子府の未来づくりのために働きたいという

意識を更に高められる環境づくりをしっかりとやっていきたい、そうい

うふうに思っております。 
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２ 維持管理 修理費 課題山積               遠藤村長 

ご質問の彫刻の館の咲来公民館体育館への移設については解決しなければならないハードルがあります。例

えば施設の維持管理をどのような体制で行うかという課題。また、いざ利用するとしても、屋根の腐食により

雨漏りがある。それに伴う改修に、屋根のみで約 2500万の費用負担があります。その他の改修も含めると更

に多額の費用が掛かることが予想されます。先ほどおっしゃられた彫刻の館の移設、その他も含めて事業的な

活用は現段階では非常に難しいのではないかと判断しているところです。一方で昨年 10月の施設視察を頂い

た際に、体育館については常任委員会から解体も視野入れ検討すべきではないかという報告をいただいている

経過もございます。咲来公民館体育館の今後の方向性については、財政的な部分もありますので今すぐ壊すの

ではなく少し時間の余裕をいただきながら、教育委員会において幅広く検討を進めている次第でございます。

旧中学校校舎については彫刻の館として夏季の間 2階部分のみ使用しています。当面は、現状の環境で続けさ

せていただきたいと考えております。遊休施設の有効活用としましては、他の施設も含めて民間に広く公募し、

活用や方法も委ねていくということは地域の活性化に繋がる一つの方法であると考えますが、活用方法、貸付

条件、設備の改修、管理方法など沢山の課題があります。いずれにしましても施設が村所有の物では施設の修

繕等は村の責任で行わなければならないので大きな財政的に負担がありますので、大変厳しい状況でありま

す。その中で貸付の可能性、方法等について様々な他市町村の事例もしっかりと調べたうえで我々のオリジナ

ルのものも含め幅広くこの点についても検討させていただきたいと考えております。 

１ 咲来公民館と旧中学校                小西議員 

私からは村内の遊休施設の活用について、主には咲来公民館と旧中学校の統廃合も含めた今後の活用とい

うことで質問をしたいと思います。昨年の１０月に議会として村内の施設を見て回る機会を作っていただき

ました。老朽化等により痛みも激しい施設と特に咲来公民館の体育館部分ですね。これについては 7 年前に

議会として同じように村内施設の見回りをさせていただいて、議会として当時の村長に対して、多大な財政負

担がかからないうちに定期的な補修も含めてやっていくべきではないかと、提言を議会としてさせていただ

いたところですけど、実施をされなかった結果、外壁はもちろんですが、雨漏りも相当ひどい状態でありまし

た。旧咲来小学校全体を公民館として使っているわけですけれども、現在、体育館部分はほとんど使われてい

ないということで、咲来小学校の体育館を壊すという事になったら多大な費用がかかるということですから、

なんとか村内の施設を統廃合しながら、あそこに髙橋昭五郎彫刻の館を移して、全国的にみると廃校の利用と

いうのは民間ですごく需要があるということを聞きますので、旧中学校を民間の活用に委ねてはどうかにつ

いてまず村長のご意見を伺いたいと思います。 

 

  

｢遊休施設の利活用について｣ 

質問者  小西邦広議員 
答弁者  遠藤村長 
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３ 旧中学校体育館をリユースセンターに 小西議員 

咲来公民館の体育館部分に 2500 万円の補修がかかる。今度は取り壊す

となったら、どのくらいかかるのかというのも出てくると思うんですけれど

も、そうなった時に財政負担がどう変わっていくのかというのも、これから

の検討課題の一つとして考えていただきたいと思うんですよね。直して使っ

た方が良いのか、取り壊した方が良いのかっていうのはその時に答えは出て

くると思うのですけど、ぜひともそういう考え方に立ってなんとか移動でき

るものは統廃合していくという考え方をひとつもっていただきたいなと思

っております。次に、昨年の６月に財政的負担を少しでも減らすにはゴミの

減量化が必要ではないかということで質問させていただきました。４月から

今シーズンの粗大ごみ回収が始まるわけですけれども、昨年、徳島県上勝町

のリユースセンターを視察して、使える物は使う、投げてしまえばゴミだけ

ど使える物はみんなで使うんだということで、あそこは持ち込むのは地域住

民だけで持ち帰るのは他町村の人も持ち帰っても良いんですという事でセ

ンターがあってそこに粗大ごみだけじゃなくて使える物が置いてある。今、

４ 維持・運営・経費、困難               遠藤村長 

上勝町に行って大変素晴らしいリユースの方法また施設を勉強して頂き我々もそういった部分について大

変貴重なご意見を伺いました。上勝町はリユースセンターという中で、ゴミの収集等々も含めた総合的な一元

化が図られている。粗大ごみ以外もですね。施設的に進められるものが現在整っているという中で、当村にお

いても粗大ごみ、小型家電についても定期的に収集を行っておりますが、ご質問にあります恒常的に定期的に

一定期間保管して住民に払い下げる方法もありますが、使えるもの、使えないものの判断。有料での払い下げ

とするなら基準や価格設定また施設の運営管理これにかかるマンパワーの確保やそれにかかる経費。また引

き取り手がなかった場合の最終的な処分など検討課題は沢山あるというふうに思います。仮に実施するとな

った場合、場所空間的な活用は小西議員の質問にあるように旧中学校体育館について使用するというのはひ

とつの検討事項と思いますが、維持・運営の方法、経費面とのバランスなどを考慮すると現段階では旧中学校

体育館を粗大ごみや小型家電のリユースセンターとして使用することはなかなか難しいと思ってます。小西

議員は旧中学校だけではなく村内施設等の利活用全般について現在申し上げてくれた。まずはその第一歩を

作るという意味でご意見をくださっていると私は読み取っております。行政としましてもどういった形で遊

休施設の利活用方法またゴミのＳＤＧｓの中にあるようなリユースを実際やっていけるという検討をしっか

りと重ねて取り組んでいきたいというふうに思っております。 

５ 議論が大事 一歩でも二歩でも            小西議員 

今、村長からもありましたけれども、やり方、方法論というのは考えれば出てくると思うんですよ。結局そ

の物を払い下げる、有料にするのか無料にするのかという問題なんかも個別にやっていけば色々具体的な方

法は、議論していけば見つかると思います。最終的に残ったものはどうするかってことを言われたんで、それ

も結局集めてきたときに投げるか最終的に投げるかって事だけの違いにしか思えない。あとは収集業者の手

間の問題ということがひとつかなと思うんですけど、春は引越しもありますから相当な量が出てくるんだと

思うんですよね。それでこれは使える物か使えないものか見分ける。それは貰っていく人が見わければいいん

じゃないかなと。明らかに壊れてたりとかは別ですけど。そういうやり方・方法論を徐々に考えていきなが

ら、一歩でも二歩でも前に進んでいく方向性、そういう確認が必要なんじゃないかと。やってみてまずいとこ

があればそこの中でまた考えていく。去年具体的に村の不必要な物を売った時、そういう方法でやれば売るの

かどうかは別として必要な人に持っていってくださいとなれば、まったく手のかからない問題だと思うし、色

んな形が考えられる。そういうような形でぜひとも一歩でも二歩でも前に進めていただきたいというのが、私

の気持ちなんですけどどうでしょうか。 

中学校体育館に不必要品が置いてある。去年の秋に村民に対して販売をしました。粗大ごみなんかも一見すれ

ば使えるもの、ちょっと手直しすれば使える物が結構ありますので、それなんかもゴミの減量化に繋がるとい

うことで、中学校の体育館部分に取りまとめておいてリユースセンターみたいなものにしてはどうかという

ことなんですけれど村長どうでしょう。 
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５ 精一杯努力する                   小西議員 

ただいま村長から具体的になんとか一歩進めたいということが聞けたということで私も何か手伝うことが

あれば手伝いたいと思いますし、ぜひとも半歩でもいいですからゴミの減量化に繋がると思いますし、村の財

政少しではあると思いますが、そこに寄与することになると思いますので半歩でもいいのでやってみてくだ

さい。そのために私も精一杯努力をし、体を動かすことを申し添えて私の質問を終わります。 

６ 行政一局はは厳しい                 遠藤村長 

おっしゃるとおりだと思っております。ですが、先ほど杉山議員の質問の中でも触れさせてもらいました

が、すべてのことを行政一局でやるというのは色々と厳しい問題ではないかと捉えています。一方で大変素晴

らしい取り組みだとういうのも私自身も受け止めております。小西議員がおっしゃいましたとおり、まずは第

一歩目から進めるということで、例えばひとつの方法ですけど、すべて行政一局で企画運営をやるのではな

く、例えば青空バザーみたいな形を村民の方、また行政も協力という形で一度実施してみて、その中で村民の

方々のニーズ等の状況も見ながら今後、継続運営またその継続方法の変更等々も重ね重ね、検討していった方

がより実現に近づくのではないかというふうに私自身感じておりますので、役場が一局でやるのではなく議

員の皆様、村民の皆様にもそういった部分の協力をこの場を借りて仰いで、今言ったような村民全体に波及す

るような取り組みを実行出来ればというふうに考えております。 

２ 執り進めている                   遠藤村長 

以前から長い間、学校給食についての要望といいますか質問をされてきたというのは存じているところで

す。これまでの間、教育委員会と業者、あと施設の選定、提供方法、費用面、安全対策等々の部分で検討を重

ねてきました。先ほどのご質問にもあったとおり学校給食法では、なかなか難しいという事でスクールランチ

の検討もしてきました。その中で現状進めている近況に関していうと、学校給食法に基づかない別の方法での

実施を検討しております。明確な実施時期はもちろん予算もついておりませんので、この場では控えさせてい

ただきますが、しっかりとそれについても対応出来るよう執り進めているところであります。 

１ 近況報告を                     玉田議員 

少しこれまでの経過を振り返らせていただきます。小中学校の給食化に向けてということで前村長の時か

ら何度か質問をさせていただきました。その当時から給食法に沿った給食というのは施設・設備の確保や多額

な費用面で非常に困難であるということで、なかなか進展してきていませんでした。保護者会としても村に対

して要望書という形で提出もしてきた経緯もあります。スクールランチ事業についても行政と教育委員会の

中で検討もさせていただいてきております。しかしながらスクールランチについては輸送のコストが多額に

かかってくるということで、実現にはハードルが少し高いような事業内容だったかなと私自身も思っており

ます。ですが限られた財政のなかでも給食を始めていくという音威子府独自のサービスを検討していってい

ただきたいという中で、現在進んでいるのかなというふうに思っております。給食化については保護者から本

当に強い要望があります。これまでも保護者の方から「給食どうなったの」と聞かれることもありますので、

給食化、または配食といった形の実現に向けて、どこまで進展しているのか教えて頂きたいと思います。 

  

｢小中学校の給食化について｣ 

質問者  玉田健議員 
答弁者  遠藤村長 
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４ お弁当配食                     遠藤村長 

通常のいわゆる学校給食である食缶方式の提供については、先ほどから言っているとおり施設の問題、費用

面でなかなか難しい現状でございますので、現在の意向としましてはお弁当形式での配食を検討しておりま

す。そういった中の方向性として新年度に入ってから児童生徒、教職員等を対象に何度かお弁当形式のものを

試食してもらって、そういった物を食べた中で希望される対象者に向けて、私自身の思いとしましては、令和

７年度中の実施を目指し、提案していきたいと思っておりますので、議員各位、また村民の皆様の御理解ご協

力をこの場を借りてお願いしたいというふうに思っております。 

５ 公約を進める想いは         玉田議員 

７年度中に実施予定。実験的にまずはお弁当での形で実施していくという言葉を

聞けただけで一歩前進したのではないかなと思っております。これが実を結んで保

護者や子ども達が喜ぶような弁当形式での配食が認められて進んでいけば給食に

代わるような事業になるんだろうと思っておりますし、予算計上のない中でまだま

だ中身自体が見えてこないような部分もあるので、この場で具体的な話というのは

難しいのかなというふうに思っておりますので、内容については新年度に入ってか

ら詳しくこれからも質問させていただきたいのかなというふうに思っております。

最後に村長の公約の中にあった給食を進めていきたいということもあったので、そ

の公約に向けて村長が小中学校の児童生徒や保護者に向けて配食が始まるような

体制づくりをこれからも加速していって頂きたいのでそういった方々に向けて何

か思いがあれば一言お願いしたいと思います。 

６ 皆様の協力をいただき進めたい            遠藤村長 

食缶方式の提供については、先ほどから言っているとおり施設の問題、費用面もあり、決意表明といいます

かそこをここでするのはなかなか難しいんですけれども、先ほど玉田議員おっしゃったとおり保護者会やＰ

ＴＡから私も様々なご意見を伺っておりますし、熱い思い、そういったものも私自身受け止めておりますし、

この給食の開始、給食サービスというのは私自身の公約でもありました。様々な解決方法はあると思うのです

が、この給食だけではなく他に掲げた施策、そして今後新たに出てくる課題解決、そういったものを日々アッ

プデートしていかなければならないものだと私自身思っております。そういった状況の変化にしっかりと合

わせながら、先ほども申したとおり令和７年度中の実施に向けて担当課また村民の皆様、学校関係者の皆様と

にかく音威子府村住民の皆様にご協力を頂き。あと議員各位にご力沿いを頂きとり進めていきたいというふ

うにこの場をお借りし申し上げたいと思います。 

７ 満足いく形を        玉田議員 

７年度中実施に向けてやはりアレルギーとか給食、食べること

に関してなのであとは当然保護者がいくら負担するんだとかそ

ういった検討もこれから煮詰めていっていただいて、何度も言い

ますけども子どもや保護者、学校の先生方が満足していくような

形を目指していっていただきたいと思いますので、私の方からも

よろしくお願いしますということで私の質問は以上で終わらせ

ていただきたいと思います。 

３ 令和７年度の動きは                 玉田議員 

全く新しい事業になりますので村にとっては、一歩目が進むというのがなかなか非常に難しい課題なのか

なと思っておりますし、村長が言うようにやはり予算に関わる部分もあるので、まだ言えない部分、水面下で

動いている部分もあるのかなというふうに思っております。ですが、来月にはもう４月で新年度が始まってき

ますので、先ほどの予算の中には配食といった形で予算計上はされてきていないということになっています

けれども、７年度中からはせめて何かしら形として見えるような動きがあるのかないのか、残り村長の任期が

２年の中でこれが実現していくのかどうかそこだけわかれば１点答弁していただければなと思います。 
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【
議
案
第

11
号
】 

令
和
６
年
度
音
威
子
府
村
一
般
会
計

補
正
予
算
（
第
５
号
）
に
つ
い
て 

歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
に
歳
入
歳

出
そ
れ
ぞ
れ
３
０
０
万
円
を
追
加

し
、
歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
を
そ
れ

ぞ
れ

21
億
８
９
０
０
万
円
と
す
る

も
の
。 

  【
議
案
第
１
号
】 

音
威
子
府
村
議
会
の
個
人
情
報
保
護

に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い

て 

 

「
行
政
手
続
き
に
お
け
る
特
定
個
人

を
識
別
す
る
た
め
の
番
号
の
利
用
等

に
関
す
る
法
律
」
の
改
正
に
伴
い
、
一

部
改
正
を
行
う
も
の
。 

（
原
案
ど
お
り
可
決
） 

【
議
案
第
２
号
】 

音
威
子
府
村
議
会
議
員
の
議
員
報
酬

及
び
費
用
弁
償
等
に
関
す
る
条
例
の

一
部
改
正
に
つ
い
て 

平
成

17
年
の
減
額
改
定
以
降
、
改

定
の
な
か
っ
た
本
村
議
会
議
員
の
議

員
報
酬
に
つ
い
て
、
昨
年
の
特
別
職
報

酬
等
審
議
会
の
答
申
を
踏
ま
え
、
議
会

の
活
性
化
、
・
議
員
の
な
り
手
対
策
等

総
合
的
な
判
断
か
ら
、
以
前
の
水
準
に

引
き
上
げ
る
こ
と
が
適
当
と
判
断
し
、

条
例
改
正
を
行
な
う
も
の
。 

（
原
案
ど
お
り
可
決
） 

【
議
案
第
３
号
】 

音
威
子
府
村
非
常
勤
特
別
職
職
員
の

報
酬
及
び
費
用
弁
償
支
給
条
例
の
一

部
改
正
に
つ
い
て 

平
成

18
年
４
月
の
減
額
改
定
以

降
、
改
定
の
な
か
っ
た
本
村
非
常
勤

特
別
職
職
員
の
報
酬
に
つ
い
て
、
こ

の
度
の
議
員
報
酬
の
改
定
に
併
せ
、

以
前
の
水
準
に
引
き
上
げ
る
こ
と
が

適
当
と
判
断
し
、
条
例
改
正
を
行
な

う
も
の
。 

（
原
案
ど
お
り
可
決
） 

【
議
案
第
４
号
】 

音
威
子
府
村
職
員
の
給
与
に
関
す
る

条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て 

国
家
公
務
員
の
給
与
制
度
の
見
直

し
に
基
づ
き
、
こ
れ
に
準
じ
て
本
村

職
員
の
給
与
を
改
定
す
る
た
め
、
関

連
す
る
条
例
の
改
正
を
す
る
も
の
。 

（
原
案
ど
お
り
可
決
） 

【
議
案
第
５
号
】 

音
威
子
府
村
職
員
の
勤
務
時
間
、
休

暇
等
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正
に

つ
い
て 

「
育
児
休
業
、
介
護
休
業
等
」
の
関

連
法
案
及
び
人
事
院
規
則
の
改
正
に

伴
い
、
関
係
す
る
本
条
例
の
一
部
改

正
を
行
な
う
も
の
。 

（
原
案
ど
お
り
可
決
） 

【
議
案
第
６
号
】 

音
威
子
府
村
交
通
タ
ー
ミ
ナ
ル
設
置

条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て 

平
成
２
年
に
定
め
た
本
条
例
に
規

定
す
る
使
用
目
的
で
の
使
用
が
既
に

終
了
し
て
お
り
、
今
後
、
状
況
の
変
化

に
応
じ
た
迅
速
な
使
用
を
可
能
と
す

る
た
め
、
関
連
条
文
を
改
め
る
も
の
。 

（
原
案
ど
お
り
可
決
） 

【
議
案
第
７
号
】 

音
威
子
府
村
犯
罪
被
害
者
支
援
条
例

の
制
定
に
つ
い
て 

犯
罪
被
害
者
等
基
本
法
に
基
づ

き
、
地
方
公
共
団
体
が
そ
の
基
本
理

念
に
の
っ
と
り
、
国
と
の
適
切
な
役

割
分
担
を
踏
ま
え
て
、
地
域
の
状
況

に
応
じ
て
犯
罪
被
害
者
等
の
支
援
に

特
化
し
た
施
策
を
策
定
し
実
施
す
る

た
め
、
条
例
制
定
す
る
も
の
。 

（
原
案
ど
お
り
可
決
） 

【
議
案
第
８
号
】 

音
威
子
府
村
鳥
獣
被
害
対
策
実
施
隊

設
置
条
例
の
制
定
に
つ
い
て 

鳥
獣
被
害
防
止
対
策
を
行
う
に
あ

た
り
、
現
在
、
村
で
狩
猟
者
登
録
を
し

て
い
る
者
の
う
ち
駆
除
許
可
を
受
け

て
い
る
者
を
隊
員
と
す
る
こ
と
で
、

現
行
個
人
負
担
と
な
っ
て
い
る
狩
猟

税
の
免
税
等
の
優
遇
措
置
が
受
け
ら

れ
る
よ
う
条
例
制
定
す
る
も
の
。 

（
原
案
ど
お
り
可
決
） 

【
議
案
第
９
号
】 

音
威
子
府
村
道
の
駅
設
置
条
例
の
制

定
に
つ
い
て 

道
の
駅
設
置
に
関
す
る
条
例
が
制

定
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
こ
と
か
ら
、

今
回
、
あ
ら
た
に
条
例
を
制
定
し
、
今

後
改
築
等
に
か
か
る
費
用
の
軽
減
措

置
、
起
債
等
の
充
当
に
有
効
活
用
を

図
れ
る
よ
う
条
例
制
定
す
る
も
の
。 

（
原
案
ど
お
り
可
決
） 

【
議
案
第

10
号
】 

音
威
子
府
村
公
民
館
条
例
の
一
部
改

正
に
つ
い
て 

公
民
館
会
議
室
の
一
部
に
つ
い

て
、
時
代
に
そ
ぐ
わ
な
い
名
称
が
あ

る
た
め
改
正
す
る
も
の
。 

（
原
案
ど
お
り
可
決
） 
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【
歳
出
】 

・
公
共
施
設
等
除
雪
委
託
料
の
増 

２
０
０
万
円 

・
筬
島
地
区 

パ
イ
ロ
ッ
ト
ボ
ー
リ
ン
グ 

調
査
委
託
料
の
増 

２
５
３
万
円 

・
低
所
得
世
帯
支
援
給
付
費
の
増 

１
７
８
万
円 

・
医
師
招
聘
紹
介
負
担
金
の
増 

６
２
７
万
円 

・
診
療
所
燃
料
費 

高
騰
対
策
支
援
金
の
増 

 
 

１
８
０
万
円 

こ
の
他
、
減
額
に
つ
い
て
は
入
札

残
、
事
業
規
模
縮
小
等
に
伴
う
執
行

残
に
よ
る
も
の
。 

（
原
案
ど
お
り
可
決
） 

【
議
案
第

12
号
】 

令
和
６
年
度
音
威
子
府
村
国
民
健
康

保
険
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
３
号
）

に
つ
い
て 

歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
に
歳
入
歳

出
そ
れ
ぞ
れ
１
０
３
０
万
円
を
減
額

し
、
歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
を
そ
れ
ぞ

れ
８
０
０
６
万
１
千
円
と
す
る
も
の
。 

  ◎
主
な
補
正
内
容 

【
歳
入
】 

・
交
付
税
の
増 

２
４
４
７
万
８
千
円 

・
地
域
複
合
施
設 

「
と
き
わ
」
使
用
料
の
減 

 
 

△
２
２
０
万
円 

・
物
価
高
騰
対
応
重
点
支
援 

地
方
創
生
臨
時
交
付
金
の
増 

 
 

３
６
４
万
２
千
円 

・
企
業
版
ふ
る
さ
と
寄
附
金
の
増 

１
０
０
万
円 

・
基
金
繰
入
金
の
減 △

４
０
２
４
万
円 

・
諸
収
入
の
増 

２
０
１
０
万
円 

・
村
債
の
減 

△
５
２
０
万
円 

◎
主
な
補
正
内
容 

【
歳
入
】 

・
保
険
給
付
費
等
交
付
金
の
減 

△
１
０
０
０
万
円 

【
歳
出
】 

・
療
養
給
付
費
の
減 △

１
０
０
０
万
円 

（
原
案
ど
お
り
可
決
） 

【
議
案
第

13
号
】 

令
和
６
年
度
音
威
子
府
村
簡
易
水
道

事
業
会
計
補
正
予
算
（
第
４
号
）
に
つ

い
て 収

益
的
収
入
及
び
支
出
第
１
条
第

１
款
簡
易
水
道
事
業
収
益
か
ら

33

万
円
を
減
額
し
３
７
４
０
万
７
千
円

に
、
第
１
款
簡
易
水
道
事
業
費
用
か

ら

33
万
円
を
減
額
し
３
６
６
７
万

１
千
円
と
す
る
も
の
。 

◎
主
な
補
正
内
容 

【
収
益
的
収
入
】 

・
水
道
使
用
料
の
減 

△

33
万
円 

【
収
益
的
支
出
】 

・
委
託
料
の
減 

△

10
万
円 

・
印
刷
製
本
費
の
減 

△

13
万
円 

・
公
金
収
納
支
払
手
数
料
の
減 

△

10
万
円 

（
原
案
ど
お
り
可
決
）    

【
議
案
第

14
号
】 

令
和
６
年
度
農
業
集
落
排
水
事
業
会

計
補
正
予
算
（
第
２
号
）
に
つ
い
て 

収
益
的
収
入
及
び
支
出
第
１
条
第

１
款
農
業
集
落
排
水
事
業
収
益
か
ら

33
万
円
を
減
額
し
４
２
４
３
万
９

千
円
に
、
第
１
款
農
業
集
落
排
水
事

業
費
用
か
ら

33
万
円
を
減
額
し
４

８
４
８
万
５
千
円
と
す
る
も
の
。 

公営企業会計とは…？ 

地方公共団体の経営する公営企業（上下水道、病院、交通事

業など）において適用される企業的な会計制度です。 

一般会計とは異なり、事業の経済性や効率性を明らかにする

ために、企業会計（発生主義、複式簿記、賃借対照表・損益計

算書など）を取り入れており、『経営状況がわかりやすくなる』

『コスト意識を高められる』『民間企業との比較がしやすい』

などといったメリットが挙げられます。 

一般会計との違いは…？ 

項  目 公営企業会計 一般会計 

会計方式 複式簿記・発生主義 単式簿記・現金主義 

財務諸表 賃借対照表、損益計算書 歳入歳出決算書 

主な収入 利用料金、使用料 税金、交付金など 

目  的 経営の効率性と健全性 公共サービスの提供 
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◎
主
な
補
正
内
容 

【
歳
入
】 

・
特
別
徴
収
保
険
料
の
減 

△

70
万
円 

・
普
通
徴
収
保
険
料
の
減 

△

60
万
円 

【
歳
出
】 

・
保
険
料
負
担
金
の
減 △

１
３
０
万
円 

（
原
案
ど
お
り
可
決
） 

【
議
案
第

17
～

22
号
】 

令
和
７
年
度
音
威
子
府
村
一
般
会
計

予
算
、
各
特
別
会
計
予
算
お
よ
び
各
公

営
企
業
会
計
予
算
に
つ
い
て 

〔
予
算
審
査
特
別
委
員
会
に
付
託
〕 

（
原
案
ど
お
り
可
決
） 

【
発
議
第
１
号
】 

閉
会
中
の
調
査
の
申
し
出
に
つ
い
て 

閉
会
中
に
、
住
民
福
祉
（
子
育
て
支

援
・
医
療
・
介
護
・
福
祉
）
の
現
況
と

課
題
の
調
査
、
及
び
人
口
減
少
問
題
に

関
す
る
施
策
の
検
証
と
課
題
整
理
に

つ
い
て
調
査
が
必
要
な
た
め
。 

（
原
案
ど
お
り
可
決
） 

【
発
議
第
２
号
】 

音
威
子
府
村
議
会
議
員
の
派
遣
に
つ

い
て 令

和
７
年
４
月
１
日
か
ら
令
和
８

年
３
月

31
日
ま
で
の
期
間
に
お
い

て
、
村
の
懸
案
事
項
の
陳
情
及
び
行
政

視
察
調
査
並
び
に
研
修
等
の
た
め
、
議

員
を
道
内
外
へ
派
遣
す
る
こ
と
。 

（
原
案
ど
お
り
可
決
） 

  ◎
主
な
補
正
内
容 

【
収
益
的
収
入
】 

・
下
水
道
使
用
料
の
減 

△

33
万
円 

【
収
益
的
支
出
】 

・
備
消
品
費
の
減 

 
 

 
△
２
万
円 

・
印
刷
製
本
費
の
減 

△

13
万
円 

・
公
金
収
納
支
払
手
数
料
の
減 

△
８
万
円 

・
修
繕
費
の
減 

△

10
万
円 

（
原
案
ど
お
り
可
決
） 

【
議
案
第

15
号
】 

令
和
６
年
度
音
威
子
府
村
介
護
保
険

特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
２
号
）
「
保

険
事
業
勘
定
」
に
つ
い
て 

歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
か
ら
歳
入

歳
出
そ
れ
ぞ
れ
５
６
１
万
２
千
円
を

減
額
し
、
歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
を
そ

れ
ぞ
れ
８
３
８
７
万
９
千
円
と
す
る

も
の
。 

◎
主
な
補
正
内
容 

【
歳
入
】 

・
国
・
道
支
出
金
の
減 

△
１
９
９
万
３
千
円 

・
支
払
基
金
交
付
金
の
減 

△
３
１
２
万
円 

【
歳
出
】 

・
シ
ス
テ
ム
改
修
委
託
料
の
減 

△
２
２
０
万
円 

・
保
険
給
付
費
の
減 

△
４
１
０
万
円 

（
原
案
ど
お
り
可
決
） 

【
議
案
第

16
号
】 

令
和
６
年
度
音
威
子
府
村
後
期
高
齢

者
医
療
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
２

号
）
に
つ
い
て 

歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
か
ら
歳
入

歳
出
そ
れ
ぞ
れ
１
５
５
万
５
千
円
を

減
額
し
、
歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
を

そ
れ
ぞ
れ
１
４
７
１
万
９
千
円
と
す

る
も
の
。 

『
音
威
子
府
村
議
会
議
員
の
請
負
の
状
況
の
公
表
に
関
す
る
条
例
』

に
規
定
す
る
村
と
議
員
個
人
の
請
負
に
つ
い
て
、
令
和
６
年
度
に
お
い

て
も
全
議
員
と
も
村
と
の
請
負
が
な
か
っ
た
旨
、
公
表
い
た
し
ま
す
。 

３
月
７
日
か
ら
令
和
７
年
音
威
子

府
村
一
般
会
計
、
各
特
別
会
計
お
よ

び
各
公
営
企
業
会
計
予
算
の
審
査
を

行
い
、

10
日
に
再
開
さ
れ
た
本
会
議

に
お
い
て
委
員
長
よ
り
「
原
案
可
決
」

の
報
告
が
な
さ
れ
、
採
決
の
結
果
、
満

場
一
致
で
可
決
さ
れ
ま
し
た
。  

◆ 

審
議
内
容
（
要
点
抜
粋
）  

【
歳
入
】 

質
問
繰
入
金
が
増
え
て
い
る
が
、
財

政
調
整
基
金
を
入
れ
な
け
れ
ば
な
ら

な
か
っ
た
理
由
は
。
ま
た
、
物
価
高
騰

が
続
く
よ
う
で
あ
れ
ば
、
基
金
が
底

を
突
く
の
で
は
な
い
か
。
そ
の
あ
た

り
は
大
丈
夫
な
の
か
。 

答
弁
歳
入
の
財
源
措
置
を
講
じ
ら
れ

る
も
の
は
最
大
限
算
入
し
て
い
る

が
、
人
件
費
・
物
価
の
高
騰
も
あ
り
、

委
託
料
が
増
え
て
い
る
。
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
、

ご
み
の
中
間
処
理
場
な
ど
、
や
ら
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の
を
予
算
化
し

た
。
今
後
、
目
的
基
金
な
ど
見
直
し
を

検
討
し
た
い
。 

予
算
審
査
特
別
委
員
会 
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質
問
村
税
の
減
少
と
障
害
福
祉
サ
ー

ビ
ス
等
負
担
金
の
増
、
後
期
高
齢
者

医
療
広
域
連
合
受
託
事
業
収
入
の
増

の
要
因
は
何
か
。 

答
弁
企
業
の
家
屋
が
増
え
た
こ
と
に

よ
り
固
定
資
産
税
が
増
、
人
口
減
少

と
農
業
所
得
の
減
で
住
民
税
が
減

収
、
全
体
で
減
と
な
る
見
込
み
。
受
託

事
業
収
入
の
増
は
、
重
度
障
害
サ
ー

ビ
ス
の
方
が
異
動
に
な
り
、
受
け
る

サ
ー
ビ
ス
が
変
更
に
な
っ
た
た
め
。

受
託
事
業
の
フ
レ
イ
ル
事
業
の
人
件

費
と
機
器
購
入
に
よ
る
も
の
で
、
費

用
は
国
の
補
助
金
で
賄
わ
れ
る
。 

【
歳
出
】 

〔
総
務
課
関
係
〕 

～
テ
レ
ビ
共
同
受
信
施
設
関
連
～ 

質
問
テ
レ
ビ
共
同
受
信
施
設
光
化
に

係
る
実
施
設
計
が
計
上
さ
れ
て
い
る

が
、
光
化
事
業
の
総
額
は
い
く
ら
か
。

ま
た
、
加
入
者
は
何
件
か
。 

答
弁
概
算
で
１
億
８
０
０
０
万
円
程

度
。
そ
の
う
ち
半
分
が
補
助
金
、
村
の

負
担
は
過
疎
債
を
使
用
し
３
０
０
０

万
円
を
想
定
。
テ
レ
ビ
共
同
受
信
施

設
基
金
で
概
ね
ま
か
な
え
る
か
と
。

走
る
恩
根
内
ま
で
の
接
続
、
路
線
バ

ス
化
を
今
す
ぐ
行
う
の
は
難
し
い
。 

質
問
今
後
、
広
域
行
政
化
が
予
想
さ

れ
る
。
鉄
道
の
問
題
も
名
寄
市
等
と

連
携
し
て
幅
広
く
考
え
て
ほ
し
い
。 

答
弁
各
自
治
体
で
進
め
て
い
る
部
分

も
あ
る
と
思
う
が
、
連
携
を
と
っ
て

い
き
た
い
。 

算
計
上
す
る
と
聞
い
た
が
、
措
置
さ

れ
て
い
な
い
よ
う
だ
が
。 

答
弁
他
の
改
修
等
で
補
助
金
の
枠
を

使
い
切
っ
て
し
ま
う
。
７
年
度
中
の

取
り
壊
し
と
な
る
と
村
の
負
担
が
増

え
る
た
め
、
見
送
る
こ
と
と
し
た
。 

質
問
取
り
壊
し
だ
け
で
な
く
、
売
却

は
考
え
て
い
な
い
の
か
。 

答
弁
検
討
し
て
い
く
。 

～
集
落
支
援
員
の
体
制
に
つ
い
て
～ 

質
問
咲
来
地
区
の
集
落
支
援
員
は
、

ど
の
よ
う
に
な
る
の
か
。 

答
弁
今
後
も
行
っ
て
い
く
。 

～
鉄
道
関
係
・
無
人
駅
に
つ
い
て
～ 

質
問
地
域
の
方
か
ら
必
要
な
い
と
の

声
が
あ
る
。
無
人
駅
を
残
す
た
め
に

税
金
が
投
入
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
使

い
方
は
ど
う
な
の
か
。 

答
弁
い
ろ
い
ろ
な
声
を
聞
い
て
い

る
。
村
外
の
方
の
意
見
も
あ
る
が
、
村

民
の
意
見
が
優
先
。
無
人
駅
存
続
の

判
断
と
し
て
、
鉄
道
に
替
わ
る
方
法

の
確
保
を
考
え
て
い
る
が
、
他
町
の

よ
う
に
路
線
バ
ス
へ
の
転
換
は
、
村

の
財
政
で
は
厳
し
い
。
先
送
り
し
て

い
る
訳
で
は
な
い
が
、
路
線
バ
ス
が

〔
住
民
課
関
係
〕 

～
高
齢
者
生
活
福
祉
セ
ン
タ
ー
に
つ
い
て
～ 

質
問
施
設
の
管
理
は
ど
こ
か
。
施
設

に
入
っ
て
い
る
商
工
会
か
。 

答
弁
管
理
は
村
で
あ
り
、
商
工
会
に

は
部
屋
を
貸
し
て
い
る
状
況
。
な
お
、

地
域
交
流
セ
ン
タ
ー
の
管
理
は
社
会

福
祉
協
議
会
で
あ
る
。 

～
村
営
・
公
営
住
宅
に
つ
い
て
～ 

質
問
昨
年
、
村
住
等
の
空
き
家
を
視

察
し
た
際
に
、
取
り
壊
す
も
の
は
予

～
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
事
業
に
つ
い
て
～ 

質
問
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
数
等
の

状
況
は
。 

答
弁
サ
ー
ビ
ス
利
用
者
の
転
出
等
が

多
く
、
減
少
し
て
い
る
。
ま
た
、
入
院

さ
れ
た
方
の
退
院
後
の
デ
イ
サ
ー
ビ

ス
利
用
が
「
費
用
が
か
か
る
」
「
格
好

悪
い
」
な
ど
と
い
っ
た
声
が
あ
り
、
利

用
に
結
び
つ
い
て
な
い
。
幅
広
く
利

用
し
て
い
た
だ
く
よ
う
今
後
も
説
明

し
て
い
く
。 

【
経
済
課 

産
業
振
興
室
関
係
】 

～
新
規
事
業
に
つ
い
て
～ 

質
問
新
生
児
木
製
品
記
念
品
と
木
工

コ
ン
ク
ー
ル
は
、
同
じ
事
業
か
。 

答
弁
新
生
児
木
製
品
記
念
品
は
、
村

か
ら
新
生
児
へ
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
と
し

て
カ
タ
ロ
グ
か
ら
１
つ
選
ん
で
い
た

だ
く
も
の
。
こ
の
事
業
は
、
森
林
譲
与

税
を
充
当
す
る
。
木
工
コ
ン
ク
ー
ル

は
、
木
遊
館
の
利
用
促
進
と
木
工
芸

の
振
興
と
し
て
行
う
一
般
人
向
け
の

コ
ン
ク
ー
ル
。
こ
の
二
つ
は
別
事
業
。 

～
天
塩
川
温
泉
関
連
～ 

質
問
温
泉
施
設
の
修
繕
・
維
持
管
理

に
つ
い
て
説
明
願
い
た
い
。 

共
同
受
信
加
入
者
は
、
音
威
子
府
市

街
地
の
み
で
２
３
０
件
。 

質
問
咲
来
地
区
・
筬
島
地
区
の
テ
レ

ビ
視
聴
環
境
に
つ
い
て
の
考
え
は
。 

答
弁
筬
島
地
区
の
受
信
施
設
は
Ｎ
Ｈ

Ｋ
の
も
の
。
必
要
に
応
じ
て
Ｎ
Ｈ
Ｋ

が
改
修
す
る
。
咲
来
地
区
は
総
務
省

管
轄
だ
が
、
現
状
、
防
災
の
関
係
か
ら

村
で
補
修
し
て
い
る
。
施
設
が
整
備

さ
れ
て
か
ら
長
い
年
月
が
経
っ
て
い

る
こ
と
か
ら
、
所
有
権
な
ど
を
７
年

度
中
に
確
認
す
る
。 
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答
弁
指
定
管
理
者
か
ら
の
要
望
は
多

く
あ
る
が
、
優
先
順
位
を
つ
け
実
施

し
て
い
く
。
７
年
度
は
照
明
の
Ｌ
Ｅ

Ｄ
化
と
女
子
風
呂
天
井
の
補
修
工
事

を
計
上
し
た
。 

【
教
育
委
員
会
関
係
】 

～
咲
来
公
民
館
に
つ
い
て
～ 

質
問
咲
来
公
民
館
本
体
の
雨
漏
り
は

ど
う
す
る
の
か
。 

答
弁
業
者
に
見
積
り
依
頼
し
て
い
る

が
、
雨
漏
り
の
原
因
箇
所
が
特
定
で

き
て
い
な
い
。
金
額
に
よ
る
が
補
正

も
考
え
て
い
る
。
早
急
に
対
応
す
る
。 

【
総
括
討
論
】 

質
問
財
政
計
画
と
し
て
ガ
イ
ド
ラ
イ

ン
を
作
成
し
て
き
た
が
、
物
価
高
騰

に
よ
る
計
画
見
直
し
の
必
要
性
は
。 

答
弁
作
成
し
た
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
と
の

乖
離
は
あ
る
。
経
常
経
費
で
積
み
上

げ
た
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
３
年
ス
パ
ン

で
作
成
し
て
い
く
。 

質
問
遊
休
施
設
に
関
し
て
、
議
会
、
監

査
委
員
か
ら
要
望
・
意
見
が
出
さ
れ

て
い
る
。
住
民
の
合
意
を
得
て
進
め

て
も
ら
い
た
い
。 

答
弁
財
政
状
況
、
ラ
ン
ニ
ン
グ
コ
ス

ト
も
考
え
、
検
討
し
て
い
く
。
ス
マ
ホ

事
業
の
ア
ン
ケ
ー
ト
機
能
を
利
用
し

幅
広
く
住
民
の
声
を
聞
き
た
い
。 

質
問
人
口
減
少
問
題
に
対
し
て
村
長

の
心
構
え
を
示
し
て
ほ
し
い
。 

答
弁
人
口
の
維
持
・
増
員
は
最
大
の

テ
ー
マ
。
社
会
増
を
図
る
た
め
、
地
域

お
こ
し
協
力
隊
等
を
活
用
し
、
村
の

魅
力
を
感
じ
て
も
ら
い
、
移
住
定
住

し
て
も
ら
え
る
よ
う
努
力
す
る
。
ま

た
、
企
業
誘
致
は
サ
テ
ラ
イ
ト
オ
フ

ィ
ス
等
も
含
め
、
あ
き
ら
め
ず
ト
ッ

プ
セ
ー
ル
ス
で
行
い
た
い
。 

 

 

議 会 の う ご き 
【２月】 
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